
【構想の概要】

本校が目指すグローバル人材像は「地球的視野で考えながら、଍ݩから実践していける人材」であり、ಉ時に
「;るさとや地域を想いながら、世界中で実践者として活躍できる人材」、すなわち「グローカル人材」である。
「グローカル人材」の育成には通ৗの教科に加えて、実際にフィールドにग़て学΂る機会をより多くつくり、グ
ローバルとローカルの྆方のηンスを体ݧ的・実践的に学Ϳ必要がある。そこで、課題研究テーマとして、Ӆذ
ౡલ地域に実ࡏする課題でもあり、実際に地球と地域を݁び෇けて思考・実践できるテーマを設定し、グローカ
ル人材に必要な力とҐஔͮけている「多จ化協働力」、「グローカルϏジョン創造力」、「探究的学習力」、「社会的
自立力」、「地域起業Ո精神」の基ૅを３೥間で構築することを目指している。

཭ౡ発ɹグローバルͳ地Ҭ૑生を実現する
「グローカル人材」の育成
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૯߹的な学習の時間を࣠としͨ探究

本校では SGH 以前より 1 ～ 3 年次において総合
的な学習の時間「ເ探究」を実施している。

ເ探究Ⅰ（1 年次）は place - based learning と
位置づけ、互いの個性や島前地域について理解を深
め、地域で฻らす大人を講師に招いて地域課題につ
いて学び、チームビルディングや協働的探究学習の
体験を積み基礎をつくる構成となっている。

ເ探究Ⅱ（2 年次）は problem - based learning
として同一のチーム（4 人）で約 1 年間、実在する
課題解決の企画立案のみならず実践まで求める地域
課題解決型の探究学習を行う。全校生徒の半数が島
留学生という特徴を活かし、チームは地域内外出身
の生徒が混ざり合うように構成し、「異なる視点や
考え方を持つ他者」との協働を通じて、協働的・探
究的学習を体験的に学ぶよう設計されている。11
月のシンガポール海外研修では現地大学生に対して
プレゼンテーションを行い、フィードバックを得る
機会を設けている。

ເ探究Ⅲ（3 年次）は proKect - based learning
として、個人の意志に基づくプロジェクトや進路探
究の時間と位置づけている。地域を巻き込んだプロ
ジェクトや進路情報の収集、学習計画立案、志望動
機書や小論文の練習など、これから必要となる活動
を自身で計画し、自཯的に探究する時間としている。

学年部でのカリキュラム・マωジメントと
教員の生徒への関Θり方
これらの協働的探究学習は、各学年部（10 名程

度）を中心に進めており、キャリア教育主任とコー
ディネーターが複数で 3 学年を横断的・၆ᛌ的に関
わっている。

授業時間割の中にଧち合わせの時間が設けられて
おり、その週の授業の振り返りや生徒・チームの状
況把握をした後、次回の授業にどのように反映させ
るか PDCA サイクルを高଎で回している。教員の
みならず社会人経験豊෋なコーディネーターが関わ
ることで学校外にある様々なリソースへのアクセス
が可能になるだけでなく、生徒の幅広いニーズへの
対応も可能となっている。

2 年次の協働的探究学習では、教員は極力生徒の
活動を๦げないようにしている。たとえ課題設定が
うまくいかずにチーム活動が଺っていたとしても助
けを求められない限りは基本的には動かない。「困っ
たときこそ自分を開いて助けを求めに来てほしい」
というメッセージは伝え続け、門戸を開いている。
これは将来困ったときにこそ自分を開き、他人に頼
ることを実践してもらいたいからに他ならない。

協ಇ的探究学習とଞ教科のつながり

2 年次のシンガポールでの英語プレゼンテーショ
ンの際には情報科や英語科の協力を得て、効果的な
英語プレゼンテーションの仕方などについて協働的
探究学習と連携しながら活動を行うことで、フィー
ドバックも得やすい体制を構築している。

その他の科目に関しても、学習者同࢜の学び合い
（生物基礎・数学）や教科に関連した探究学習（生
物基礎探究・科学と人間生活）、論述形式試験問題
の採用（グローカルヒストリー）など、各科目が日
常的に協働力や思考力の養成を軸に置いて、協働的
探究学習との連動を意識した授業展開を実施してい
る。同時に、探究学習の方法論や評価に係る教員研
修を年に数回実施している。

取り組みを௨しての成果・今後の課題

SGH に指定されてからの数年間は、まさに「社
会に開かれた教育課程」を地域と協働しながら構築
してきたことが最大の成果である。

とくに本校における協働的探究学習のスタイルを
確立できたこと、また、それを複数教員で多面的に
指導できる体制が構築できたことは成果と言える。

学習プログラムが地域から世界へと視点を移し、
また地域に戻ってくるように設計されていることで
地域社会や国際社会を比較したり、自分なりに貢献
したいというビジョンの醸成にもつながっている。

課題としては、明確な評価を開発できていないこ
とである。協働的探究学習のルーブリックは作成し
たが毎年改善が必要な状況であり、学年によっては
ピア・メンタリングで生徒が相互に評価する方が効
果的なこともある。引き続き探究が必要である。
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